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＜活動の概要＞

• 目的（課題）
天井上作業時、室内の客先・第3者と上下作業となる危険性があった。

• 手段（実施内容）
そこで、作業中の天井下部に立ち入り禁止表示および、作業エリアの掲示による
見える化を行った。

• 効果（実施内容によって期待される効果）
天井上という死角になる部分を客先・第3者へ見える化することで、天井上
作業エリアが明確になり、上下作業の防止が期待される。

• 結果（活動の成果）
天井上作業エリアの見える化をしたことで、上下作業を防止出来た。
また、課題の他に、監督・作業員とも作業エリアのチェックを容易に行えるようになった。
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［活動のタイトル］ 上下作業の周知と第3者災害の防止 ＜見える化の分類＞

［会社名］ 第3者に対する見える化



「見える安全活動」報告書

2015.4制定

＜活動の詳細内容＞

［活動のタイトル］ 上下作業の周知と第3者災害の防止

区画整理
+ 

看板表示
↓

死角作業エリアの
見える化

現在地表示をすることで客先にも
作業場所をわかるようにした

作業エリアを赤枠斜線で表示

天井上作業エリアの
区画




